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産業用タンパク質の耐熱化技術および高生産技術を用いた事業創出

タンパク質の耐熱化変異体を高速でスクリーニングする技術に加え、好熱菌という微生物

を活用したタンパク質生産技術を基盤として有用なタンパク質の開発・商用化を実現する。

■ターゲットタンパク質の同定
市場調査から耐熱化ニーズを抱えるタンパク質を同定し、耐熱化を行った際の市場規模や
社会的なインパクトを明らかにする必要性がある

■耐熱化スクリーニング技術のスループット向上
耐熱化変異体のスクリーニング技術に計算科学を導入を進めており、更なるハイスルー
プット化を実現する必要性がある

■2028年度の事業化に向けて技術確立・初期顧客獲得を目指す

すでに耐熱化変異体スクリーニングの基本技術は確立が進んでおり、2026～2027年度には商用化

タンパク質での計算科学を導入したハイスループット技術の検証および生産技術のスケールアップ

検討を完了させる見込み。事業開発として顧客候補獲得を行い、2028年度中の法人化を目指す。

耐熱化スクリーニング技術(コア技術)
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